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三 愛 view

ビ ュ ー

 
 「精神保健福祉法の歴史と令和 4年の改正について」 

                                           三船病院 院長 三舩 義博                                         
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三船病院では、平成１８年から平成２６年にかけて

退院を促進し、その結果、病床は５６７床から３２８

床にまで減少しました。そして現在は、地域ぐるみで

精神障害者を支えられる社会が求められています。 

今回の精神保健福祉法の改正は、患者さんの人権に

より配慮し、地域生活への移行を促進する方向性が示

されたものになっています。精神障害者は隔離収容の

歴史があり、差別や偏見が未だに根強く残っており、

虐待等の人権侵害の一因となっていたと思われます。

今回、虐待防止の研修や相談体制の整備等が義務付け

られたことは、大変意義のあることで、これまで明る

みにならなかった虐待の芽を摘むことができるのでは

ないかと期待しています。   

精神保健福祉法の改正内容は難解で煩雑な面もあり

ますが、我々医療者がしっかりと理解し、より良い医

療や支援を患者さんに提供できるように努めてまいり

たいと思います。 

 

令和４年１２月に精神保健福祉法が改正され、令和

６年４月（一部は令和５年４月）に施行されました。

精神保健福祉法とは精神障害者の医療と保護、および

国民のこころの健康の増進を目的とした法律です。 

さて、ここで我が国の精神保健福祉の歴史について

振り返ってみましょう。明治３３年、精神病者監護法

が制定されました。これは座敷牢をつくって精神障害

者を私宅監置（家に閉じ込めておく）するものであり、

この状況をみて呉修三は精神病と座敷牢を「二重の不

幸だ」と指摘したのは有名です。そのこともあり、大

正８年、精神病院法が制定され、精神科病院の設置が

義務付けられました。しかし設立された精神科病院の

数は限られ、有効な治療法もなく、私宅監置は続けら

れていました。昭和２５年、精神衛生法の制定により、

私宅監置が廃止され、各都道府県に精神科病院がつく

られました。この頃ようやくクロルプロマジン、ハロ

ペリドールなどの抗精神病薬が開発され、薬物治療が

行われるようになりました。しかし入院の手続きが十

分定められておらず、人権侵害が著しかったといわれ

ています。昭和５９年、宇都宮病院事件（入院中の患

者が看護職員によって暴行を受け死亡する事件）によ

って精神障害者の人権擁護を求める声が高まり、昭和

６２年、精神保健法が制定されました。人権が重視さ

れるようになり、精神障害者本人の意思による任意入

院制度が創設されました。驚くべきことにこのときま

で、本人の意思による入院という制度がなかったので

す。そして入院の法的手続きも厳密化され、強制入院

や行動制限の権限を持つ精神保健指定医制度が導入

されました。平成５年、障害者基本法により知的障害

者と身体障害者のみならず精神障害者も福祉の対象

になりました。その影響を受けて、平成７年、精神保

健福祉法という現在の名称となり「精神障害者の自立

と社会参加」が重視されるようになりました。その後、

平成１１年、平成１４年、平成２５年の改正を経て、

令和４年１２月に改正されることとなりました。この

間、長期入院が問題化され「入院医療から地域生活へ

の移行の推進」がうたわれ、「地域の受け皿づくりのあ

り方」が検討課題として挙げられました。 
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【令和５年４月施行分】 

①家族が虐待等の加害者である場合の対応 

医療保護入院の同意や退院請求を行うことができる「家族等」から、DVや虐待の加害者を除くことが明記されました。 

 

②入院患者への告知に関する見直し 

措置入院（緊急措置入院を含む）、医療保護入院を行う際の告知を、患者さん本人だけでなくその家族にもすることが

必要となりました。また、「入院措置を採る理由」を告知することが定められました。 

 

③精神保健指定医の新規指定申請 

令和５年４月１日以降に精神保健指定医の新規申請を行う場合には、精神保健指定医の研修の有効期間が従来の１

年から３年に変更となりました。 

【令和６年４月施行分】 

①医療保護入院の期間の法定化と更新の手続き 

医療保護入院の入院期間が定められることになりました。入院期間は入院後６カ月を経過するまでは３カ月、６カ月を

経過した後は６カ月となりました。精神保健指定医の診察の結果、患者さんに同意能力がなく（任意入院ができない）、入

院の必要があると判断した場合に限り、以下の３要件を満たすことで入院の期間が更新できることとなりました。 

・対象患者への退院支援委員会の開催 

・家族等に連絡した上で、同意を確認 

・更新届の提出 

 

②家族が同意・不同意の意思表示を行わない場合の取扱い 

医療保護入院に際して、家族等が同意、不同意の意思表示を行わない場合、医療機関は市町村長同意の申請ができ

るようになりました。 

 

③地域生活への移行を促進するための措置 

 これまで医療保護入院者に対して選任されていた退院後生活環境相談員について、措置入院者に対しても選任するこ

とが義務化されました。また、患者さん本人またはその家族等から求めがあった場合、医療保護入院者と措置入院者が

地域生活に移行できるよう相談援助を行う地域援助事業者の紹介を行うことが、医療機関に対して義務化されました。 

 

④入院者訪問支援事業 

 市町村長同意による医療保護入院者を中心に、患者さん本人の希望に応じて、傾聴や生活に関する相談、情報提供等

を役割とした訪問支援員が派遣されるようになりました。訪問支援員については、都道府県等が選任し、研修を実施す

ることになりました。 

 

⑤措置入院時の入院必要性に係る審査 

 従来から、医療保護入院時にその必要性について精神医療審査会で審査がされてきましたが、措置入院時にも入院

必要性について審査が行われるようになりました。 

 

⑥医療機関における虐待防止の措置の義務化 

 病院の管理者は、虐待防止のための研修を行ったり、相談体制の整備をしたりする必要があり、指定医はそれに協力

しなければならないことが定められました。 

 

⑦虐待を発見した者から都道府県等への通報の義務化 

 病院内で業務従事者による障害者虐待を発見した場合は、誰もが都道府県に通報することが義務化されました。都道

府県が必要と判断した場合、実地審査において指定医の診察を行うことができ、都道府県知事は、報告や診療録等の提

出を命じ、立ち入り検査を行うことができます。その結果、都道府県知事は改善計画や必要な措置を命じることができま

す。また、毎年度、業務従事者による障害者虐待等の状況を公表することになります。 
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『大切に過ごしたい最後のとき』 

                                         医師 志田 みなみ 

 

２回の産育休をいただき、現在１歳ともうすぐ３歳の元気な兄弟を育てています。平日の夜はほぼワンオペ育児で

大変なこともありますが、保育園にお迎えに行くといつも２人が笑顔で迎えてくれるのが日々の励みにもなっていま

す。２人目が生まれてからは毎日がよりせわしなく過ぎていき、気がつけば次男は這い、座り、立って歩き始め、普通

食を食べ、夜通し寝てくれるようになりました。長男もこの 1 年でズボンが自分で履けるようになり、スプーンやフ

ォークも上手に使えるようになるなど少しずつ身のまわりのことができるようになり、まだ拙いながらも沢山お喋り

をしてくれるようになりました。 

『最後とは知らぬ最後が過ぎていく その連続と思う子育て』 

歌人の俵万智さんの歌です。これを読んだとき、私は長男の最後の授乳のことを思い出しました。長男が 1 歳にな

る少し前、夜中に１時間おきに泣いて起こされるようになり、毎晩うんざりしながら授乳していたのですが、ある日

体力的にも限界を迎え、突然断乳したのでした。大変な授乳期間でしたが、いざ終わってしまうと、申し訳ない気持

ちと寂しい気持ちとでいっぱいになりました。あの晩が最後だと知っていたら、もっと優しい気持ちでいられたのに

なあと思いました。 

「最後とは知らぬ最後が過ぎていく」。これは子育てに限ったことでもないように思います。何気ない日常の繰り返

しに思えて、ある日突然終わる事が沢山あり、後悔が少ないよう日々を大切に過ごしていきたいです。 

 

 三船病院では、『病院の愛、家族の愛、社会の愛（三愛）に包まれた患者様の医療を目指します』という病院理念のも

と、我々スタッフは日々の業務にあたっています。「愛」という言葉を口に出して言うと何だか恥ずかしくなったり、優し

い気持ちになったり、あまり頻繁に発すると胡散臭く感じる時もありますが、表現としては相手を大切に思う気持ちのこ

とだと思います。人は病気になると体調を崩し、気分が落ち込みます。そのような状態の患者様が病院を訪れた際、

我々スタッフは患者様を大切に思う気持ちでもって治療のサポートをすることを心掛けています。 

そうした中当院を含む精神科病院における障害者の虐待防止対策を強化する為に精神保健福祉法が改正され、令

和６年４月より「医療機関における虐待防止の措置の義務化」が施行されました。具体的には、虐待防止に関する意識

向上のために従事者への研修の実施と普及啓発の推進、虐待に関する相談窓口や対処の為の体制を整備することで

す。 

精神保健福祉法における「虐待」とは、暴力等による「身体的虐待」、わいせつな行為等による「性的虐待」、暴言や圧

力による「心理的虐待」、行動の制限等による「ネグレスト」、金銭等の不当な制限等による「経済的虐待」等が挙げられ

ます。このような虐待は立場の強い者から立場の弱い者に対して行われることが多く、特に精神科病院の医療の現場

においては、患者様とスタッフの間で意思疎通やコミュニケーション不足などから立場の上下関係が生まれやすく、こ

れまで度々事件としてマスコミ等で取り上げられて来ました。こうした背景から今回法改正が行われたわけですが、冒

頭にも書いたとおり三船病院では患者様に愛情をもって接することを掲げています。虐待というものがあってはならな

い事は当然ですが、発生させない為にも一人一人のスタッフがより一層の意識向上、言動の確認を徹底し、患者様の

サポートに尽力してまいります。 

 

【虐待防止への取り組み】 

事務長 北村 直幹 
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≪編集後記≫ 

薫風かおる爽やかな季節となった５月、５年ぶりに５月フェスタが開催され、大勢

の方のご参加を頂き、演芸会やバザーも大盛況に終えることができました。 

家族教室も予想をはるかに超えた人数で、皆様の関心の高さを実感しました。 

ご協力頂きました皆様にお礼申し上げます。    (三船病院相談室ＭＨＳＷ) 

就労移行支援みなみでは、障害のある方が一般企業を目指して訓練しています。平成２６年４月に開所し、今年

で１０年目を迎えました。定員は１５名で利用者は現在１２名です。これまでに７０名以上の方が一般就労されま

した。 

 みなみでは、作業や座学を通して就職し継続するための基礎的なスキルを身につけることを目指します。内容は、

JＳＴ、座学やグループワーク、外部講師、契約企業での作業等を通して希望や課題を整理します。その後、ナビゲ

ーションブックや履歴書の作成、ハローワークでの求職活動に関する支援、現場実習という流れで就職へと向かい

ます。様々な経験を通して、自己理解を深めるとともに苦手と感じる課題にも取り組み、得意なことを伸ばせられ

るよう個別相談を随時行っています。また職業訓練を行うだけでなく、就職支援から就職後の就労定着支援まで一

貫した支援を受けられます。 

 みなみでは就労定着支援の利用者を対象に「就職者の集い」を開催しています。コロナの影響で中止されていま

したが、今年は３年半ぶりに開催することができました。２０名近くの方が集まり、利用者同士で会食をしながら

お互いの近況などを話し合っていました。参加された方からは「初めて会う方もいて上手く話せるか緊張しました

が、みなみまでの活動を懐かしんだり、仕事で大変なことなどを話し合ったりしていると、自然と緊張もほぐれま

した。また今回も参加したいです。」との話がありました。職場以外の交流が少ない方も多く、今後も就職者同士で

繋がり、話し合えるような場を企画し提供していきたいと思います。 

 

【就労移行支援みなみでの活動～就職者の集いについて】 

                        精神保健福祉士 高嶋 晃己 

 

 

 
 


